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１ 次の数量の関係を等式で表しなさい。（知・理１点×２） 

 (1) １枚 a 円の切手を７枚買うのに、１０００円札を出したら、おつりはｂ円だった。 

 

 

 

 (2) ３５個のみかんを x 人に３個ずつ分けたら、２個余った。  

 

 

 

２ 次の方程式を解きなさい。（技能１点×６） 

 (1) x ＋７＝３ 

 

 

 (2) x －２＝－１ 

 

 

 (3) ３x ＝２１ 

 

 

 (4)   ＝－３ 

 

 

 (5) ３x －７＝５ 

 

 

 (6) x ＝１５＋６x 

 

 

３ 次の数量の関係を不等式で表しなさい。（知・理１点×２） 

 (1) a の３倍に４を加えた数は、７より小さい。 

 

 

  (2) x 円のノート３冊の代金より、y 円のノート４冊の代金のほうが高い。 

 

１０００－７a ＝b 

３５－３x ＝２ 

x ＝－４ 

x ＝１ 

x ＝７ 

x ＝－１５

x ＝４ 

x ＝－３ 

３a ＋４＜７

３x ＜４y 

１

５
x
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１ ２００cm のテープがある。このテープを兄と妹で分けるとき、兄の方が妹より３０cm 長くなる 

ようにしたい。 

  次の問いに答えなさい。（考え方１点×３） 

 (1) 妹のテープの長さを x cm とするとき、兄のテープの長さを x を使った式で表しなさい。 

 

 

 (2) x を求めるために方程式をつくりなさい。 

 

 

  (3) 兄のテープの長さを求めなさい。 

 

 

 

２ 弟は家を出発して学校に向かった。その５分後に兄は家を出発し、弟を追いかけた。弟の歩く 

速さは毎分５０ｍ、兄の歩く速さは毎分７５ｍであった。 

  次の問いに答えなさい。（考え方１点×３） 

 (1) 兄が家を出てから弟に追いつくまでの時間を x 分とするとき、弟が兄に追いつかれるまでに 

    歩いた時間を、x を使った式で表しなさい。 

 

 

 (2) x を求めるために方程式をつくりなさい。 

 

 

 

 (3) 兄が家を出てから弟に追いつくまでの時間を求めなさい。 

 

 

 

 

３ 次の比をもっとも簡単な整数の比に直しなさい。（知・理１点×２） 

 

 (1) １２：３                     (2) 

 

 

４ 折り紙が１２０枚ある。兄と弟で分けるのに、兄と弟の枚数の比が５：３になるようにしたい。 

  次の問いに答えなさい。（考え方１点×２） 

 (1) 兄の枚数を x 枚として、比例式をつくりなさい。 

 

 

 (2) 兄の枚数を求めなさい。 

４：１ 

x ：(１２０－x ) ＝５：３ 

     （x ＋３０）     cm 

     １１５       cm

      （x ＋５）      分 

５０(x ＋５)＝７５x 

       １０       分 

１

５
：

２

５ １：２ 

   ７５   枚

x ＋（x ＋３０）＝２００ 
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１ 次の文が正しくなるように、（ ）の中の適切な言葉に○をつけなさい。（知・理１点×２） 

 

   ともなって変わる２つの変数 x ，y の関係が、y ＝a x の形で表されるとき、y は x に 

  （ 比例 ・ 反比例 ）するという。 

   このとき、定数 a を（ 比例定数 ・ 反比例定数 ）という。 

 

２ 水そうに、毎分５çの水を入れ続けている。９時を基準として、x 分後には水の量が yç増え 

るとする。 

  次の問いに答えなさい。 

 (1) y を x の式で表しなさい。（考え方１点） 

 

 

 

 (2) x ＝－３のときの y の値を求めなさい。（技能１点） 

 

 

 

３ y は x に比例し、x ＝３のとき、y ＝－１２である。 

  次の問いに答えなさい。 

 (1) y を x の式で表しなさい。（考え方１点） 

 

 

 

 (2) x ＝２のときの y の値を求めなさい。（技能１点） 

 

 

 

４ 次の問いに答えなさい。 

 (1) 右の図の点Ａの座標をかきなさい。（知・理１点） 

 

 

 

  (2) 右の図の点Ｂの座標をかきなさい。（知・理１点） 

 

 

  

 (3) 点Ｃ(２,１)を、右の図に示しなさい。（知・理１点） 

 

 (4) 関数 y ＝３x のグラフを、右の図にかきなさい。（技能１点） 

y ＝－１５ 

y ＝－４x 

y ＝－８ 

y ＝５x 

（－１,２） 

（４,－２） 
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１ 次の文が正しくなるように、（ ）の中の適切な言葉に○をつけなさい。（知・理１点×２） 

 

   ともなって変わる２つの変数 x ，y の関係が、    の形で表されるとき、y は x に 

   （ 比例 ・ 反比例 ）するという。 

   このとき、定数 a を（ 比例定数 ・ 反比例定数 ）という。 

 

２ y は x に反比例し、x ＝２のとき、y ＝１２である。 

  次の問いに答えなさい。（技能１点×３） 

 (1)  y を x の式で表しなさい。 

 

 (2)  x ＝３のとき、y の値を求めなさい。 

 

 (3)  x ＝－２のとき、y の値を求めなさい。 

 

３ 毎分４çずつ水を入れると、１時間でいっぱいになる水そうがある。毎分 xçずつ水を入れる 

とき、いっぱいになるまで y 分間かかるとして、次の問いに答えなさい。（考え方１点×４） 

 (1) 水そうに入る水全体の量は何çか。 

 

  (2)  y を x の式で表しなさい。 

 

 (3) 毎分１０çずつ水を入れるとき、水そうがいっぱいになる 

  まで何分かかるか。 

 

 (4)  x の変域が、３≦x≦１２ のとき、y の変域を求めなさい。 

 

 

４ 関数    のグラフをかきなさい。（技能１点） 

 

 

y ＝８ 

y ＝－１２ 

y ＝
６

x

    ２４０    ç 

 

    ２４    分 

２０≦y≦８０ 

y ＝
２４０

x

y ＝
２４

x

y ＝
a

x
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１ 次の問いに答えなさい。 

 ① 長さ２０cm の鉛筆を x cm 使ったときの、残りの長さは y cm である。 

 ② ４０ç入る容器に毎分 x çずつ水を入れるとき、いっぱいになるまで y 分間かかる。

 ③ 毎分６０ｍの速さで歩くとき、出発してから x 分間に y ｍ進む。 

  

(1) ①～③の関数について、それぞれ y を x の式で表しなさい。（考え方１点×３） 

 

①    y ＝２０ー x         ②                           ③ 

 

  (2) ①～③の関数のうち、y が x に比例するものはどれか、番号で答えなさい。(知・理１点) 

 

 

 

 (3) ①～③の関数のうち、y が x に反比例するものはどれか、番号で答えなさい。 

(知・理１点) 

 

 

２ 下の①～③のグラフについて、それぞれ y を x の式で表しなさい。（技能１点×３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①                            ②                           ③ 

 

３ 次の表の空欄をうめなさい。（考え方１点×２） 

 (1)  y が x に比例する。            (2)  y が x に反比例する。 

 

x －２ １ ２ ８  

 

x －２ １ ２ ８ 

y －４ ２ ４ １６ y －４ ８ ４ １ 

 

 y ＝６０x 

③ 

② 

y ＝２x y ＝－x  

y ＝
４０

x

y ＝－
６

x
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１ 次の文章の（  ）の中に、下の     からあてはまる言葉を選び、文章を完成させなさ

い。 

（知・理１点×４） 

 ・図形を一定の方向に、一定の距離だけ動かす移動を（  平行移動  ）という。 

 ・図形を１つの点を中心として、ある角度だけ回転させる移動を（  回転移動  ）といい、 

   特に１８０°回転させる移動を（  点対称移動  ）という。 

 ・図形を、ある直線を折り目として折り返すような移動を（  対称移動  ）という。 

 

 

 対称移動  点対称移動  平行移動  回転移動 

 

 

２ 右の図は、合同な６つの正三角形を組み合わせた図形であり、６つの正三角形が共有する点を 

Ｏとする。 

  次の（  ）にあてはまる言葉または数字をかき入れなさい。（考え方１点×３） 

 

 ㋐ ㋑・正三角形 を正三角形 に重ね合わせるには、点Ｏを中心として 

  時計回りの方向に（ ６０ ）°だけ、回転させればよい。 

 ㋐ ㋒・正三角形 を正三角形 に重ね合わせるには、点Ｏを中心として 

  時計回りの方向に（ １８０ ）°だけ、回転させればよい。こ 

  れを（   点対称移動   ）という。 

 

３ 次の作図をしなさい。 

 (1) 点Ａを、直線çについて対称移動した      (2) 線分ＣＤを、直線çについて対称移動した 

   点Ｂ（技能１点）                           線分ＥＦ（技能２点） 
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１ 次の文章の（  ）の中に、下の     からあてはまる言葉を選び、文章を完成させなさ

い。 

（知・理１点×６） 

 ・２直線が垂直であるとき、一方の直線を他方の直線の（   垂線   ）という。 

 ・線分の中点を通り、その線分に垂直な直線を、その線分の（ 垂直二等分線 ）という。 

 ・１つの角を２等分する半直線を、その角の（  二等分線  ）という。 

 ・円の中心を通る直線に垂直な直線を平行移動していくと、１点だけで円と出あう場合がある。 

   このとき、円はこの直線に（   接する   ）といい、この直線を円の（   接線   ）、 

   円と直線が接する点を（   接点   ）という。 

 

 

 二等分線  垂線  垂直二等分線  接線  接点  接する 

 

 

２ 次の作図をしなさい。（技能１点×４） 

 (1) 下の△ＡＢＣで、辺ＢＣを底辺とすると  (2) 下の線分ＡＢの中点Ｍを求めるための直線 

    きの高さＡＨ                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 下の∠ＡＯＢの二等分線            (4) 下の円Ｏの周上の点Ａを通る接線 
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１ 次の立体の名前を答えなさい。（知・理１点×２） 

 (1)                     (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の立体が何面体か答えなさい。（知・理１点×３） 

 (1) 立方体         (2) 三角錐          (3) 五角柱 

 

 

 

 

３ 次の正多面体を右の㋐～㋓から選び、記号で答えなさい。（技能１点×３） 

 (1) 面の形がすべて正方形である。 

 

 

  (2) どの頂点にも４つずつの面が集まっている。 

 

 

  (3) 面の形がすべて正五角形である。 

 

 

 

４ 次の文が正しくなるように、（ ）の中の適切な言葉に○をつけなさい。（考え方１点×２） 

 

  右の図のようなすべての面が正三角形である六面体は、 

正多面体ではない。なぜなら、どの面もすべて合同な正 

多角形（ である ・ ではない ）が、どの頂点にも 

面が同じ数だけ集まって（ いる ・ いない ）から 

である。 

三角柱 円錐
えんすい

 

六面体 七面体四面体

 ㋐ 正四面体 

 ㋑ 正六面体 

 ㋒ 正八面体 

 ㋓ 正十二面体 

㋑

㋒

㋓
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１ 次の（ ）にあてはまる言葉をかき入れなさい。（知・理１点×２） 

 

  立体をある方向から見て、平面に表した図を投影図という。投影図のうち、正面から見た図を 

（  立面図  ）、上から見た図を（  平面図  ）という。 

 

２ (1)は投影図をもとに見取図を、(2)(3)は見取図をもとに投影図をそれぞれかきなさい。 

（技能１点×５） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 下の(1)～(3)の投影図は、   の中のどの立体を表しているか答えなさい。（考え方１点×３） 

 (1)          (2)          (3)                    (1) 

 

 

                                                                       (2) 

 

 

                                                                       (3)                  

                                                      

 

 

 

直方体  三角錐  四角錐  円柱  円錐  球 

 

 

球 

四角錐 

三角錐 
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